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５年生 林間学校 

 ７月９日（火）・10 日（水）に，相模原の

施設である，「ふじの体験の森 やませみ」に 

１泊２日で林間学校を実施しました。  

１日目，２日目の朝は両日とも，日差しが

強く，暑さも非常に厳しかったのですが，活

動が始まる頃には，２日間とも空には曇がか

かり，厳しい暑さから解放された時間となり

予定していたプログラムを全て行うことがで

きました。 

１日目の最初の活動は，イニシアチブゲー

です。その一つとして，半分に割られた短い

竹をチーム全員が持ち，ビー玉をゴールに設

置されている竹筒の中に入れていくゲームを

行いました。最初は，思い思いに行動するの

でうまくいかなかったのですが，何度か繰り

返すうちに，竹を床に置いたり，みんながつ

なげた竹の中をチームの一人がゆっくりと自

分の竹でビー玉を転がしていったりと，自然

にコミュニケーションがうまれ，協力する姿

が引き出されていきました。 

次の活動は，野外炊事です。カレーの具材

を準備する調理班とかまど・ご飯を準備する

班に分かれて活動していきました。準備を終

えた調理班がカレーの具材の入った鍋を外に

持っていき，火をおこしてかまどの準備をし

ていた仲間とともに，カレーを煮込みます。

ご飯もおいしく炊きあがりました。一人一人

が自分の役割を担い，力を合わせて一つの食

事を作っていく活動を通して，お互いの力を

意識できたのではないかと思います。 

１日目最後の活動は，キャンプファイヤー

でした。寸劇から入りましたが，寸劇は，楽

をしたい，嫌なことから逃げたいという人間

誰しもがもっている負の感情の部分をストレ

ートに表現しながらも，最終的にはよりよく

生きていくために，人として必要なことは何

かを考えて行動していくことが大切であると

いう内容にまとめられていました。考えさせ

られる寸劇から始まり，歌・ダンス・ゲーム

と盛り上がってキャンプファイヤーを終えま

した。途中，光がさして彩られた山やくっき

りと顔を出した虹に，「きれい」と感動の声

を上げていた子供たち。あふれる自然の中で

さらにみんなで目にした自然の美しさは，心

に残る景色となったと思います。 

２日目は，リバーハイクでした。川の中を

歩き，段差のある水量の多い場所を上りまし

た。上り切った子供たちは，達成感を感じる

ことができたことと思います。また，川の中

の生き物にもたくさん触れることができ，子

供たちの表情は輝いていました。 

金曜日に，振り返りを読ませてもらいまし

た。「いつでも感謝することを忘れずに行動

していく。自分から率先して行動するように

する」・「自分の役割を果たす・感謝の気持ち

を言葉で表す・協力して物事を行う。これら

を活かす」・「体育の授業やみんなと学習する

ときなどで，みんなと協力していく」等の感

想がありました。「 みんなで楽しく協力して

やりとげよう・けがのない思い出に残るキャ

ンプにしよう」という２つの大きな目標を掲

げて臨んだ林間学校。お互いに支え合い，助

け合っていた子供たち。たくさんの人や自然

と触れ合う中で，様々なことを感じることや

考えることができたこの２日間は，目標が実

現できた，学びの多い時間となりました。 

校長室だより 


